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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶テレビの狭額化とキャビネット取り付け工
程の簡略化を図る。
【解決手段】液晶パネルバックライト部２１の前面側に
は、前キャビネット５が配置されている。前キャビネッ
ト５には、その外周端部に、液晶パネルバックライト部
２１側に延びる爪フック２７ａを有する爪部２７が設け
られている。爪フック２７ａは、その下面がベゼル５５
の上面に当接しており、さらに、爪フック２７ａの先端
部には、ベゼル５５の背面側の端部に引っ掛けて係止す
る引っ掛け（フック）部が形成されている。さらに、爪
フック２７ａの上方に、爪フック２７ａと同方向に延び
る突出部２７ｃが形成され、爪フック２７ａの上面と突
出部２７ｃの下面とにより形成される隙間部に後キャビ
ネット１１の先端部が挿入されている。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、該表示パネルの背面側に配置され該表示パネルを固定する固定部を有す
るバックライト部と、該バックライト部の外周縁部の前記表示パネル側に配置され額縁を
形成する前キャビネットと、を有し、
　前記バックライト部は、その外形端部よりも内側に前記前キャビネットを係止する係止
部を有し、
　前記前キャビネットは、
　前記係止部が係止する被係止部と、
　前記バックライト部の外形部の側面に沿って延びる形状を有する基部と、該基部の先端
に設けられ該外形部の背面に引っ掛ける形状を有する爪フック部と、により前記バックラ
イト部の外形部に固定される爪部と、
を有することを特徴とする薄型表示装置。
【請求項２】
　表示パネルと、該表示パネルの背面側に配置され該表示パネルを固定する固定部を有す
るバックライト部と、該バックライト部の外周縁部の前記表示パネル側に配置され額縁を
形成する前キャビネットと、を有し、
　前記バックライト部は、その外形端部よりも内側に前記前キャビネットを固定するため
の固定ネジを貫通させるための貫通孔を有し、
　前記前キャビネットは、前記固定ネジを受けるボス部と、前記バックライト部の外形部
の側面に沿って延びる形状を有する基部と、該基部の先端に設けられ該外形部の背面に引
っ掛ける形状を有する爪フック部と、により前記バックライト部の外形部に固定される爪
部と、
を有することを特徴とする薄型表示装置。
【請求項３】
　さらに、前記前キャビネットは、前記爪部の外側に設けられ、前記バックライト部の背
面側に配置される後キャビネットを固定する後キャビネット固定部を有することを特徴と
する請求項１又は２に記載の薄型表示装置。
【請求項４】
　前記被係止部と前記爪部とは、前記前キャビネットの外周に沿って異なる位置に設けら
れていることを特徴とする請求項１から３までのいずれか１項に記載の薄型表示装置。
【請求項５】
　前記爪部により前記前キャビネットを前記バックライト部に仮固定した状態で、前記係
止部と前記被係止部とが係合する位置に配置されていることを特徴とする請求項１から４
までのいずれか１項に記載の薄型表示装置。
【請求項６】
　前記前キャビネットに爪部を設けることに付随して金型構造上前記表示パネル側に形成
される孔部を覆う飾りカバーが前記前キャビネットに設けられていることを特徴とする請
求項１から５までのいずれか１項に記載の薄型表示装置。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項に記載の薄型表示装置の組立方法であって、
　前記バックライト部を立てて固定した状態で、前記係止部と前記被係止部とが係合する
位置に前記前キャビネットを配置するステップと、
　係合した前記前キャビネットと前記バックライト部とを近づけるステップと、
　前記爪部を、前記外形側面を滑らせて前記爪フックを前記バックライトの外形の背面側
端部に引っ掛けて固定するステップと
を有することを特徴とする組立方法。
【請求項８】
　さらに、前記前キャビネットと前記バックライト部とを、前記係止部と前記被係止部と
で固定するステップを有することを特徴とする請求項７に記載の組立方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶テレビジョン装置などの薄型表示装置に関し、特に、バックライト装置
に前キャビネットを取り付ける場合の取り付け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶テレビジョン等の薄型表示装置は、前側に表示面を有する表示パネルと、この表示
パネルの後側に配されているバックライト部と、を備えた本体部と、本体部に前面側を覆
うように取り付けられる前キャビネットと、バックライト部の後側を覆うように取り付け
られる後キャビネットと、を備える（例えば、特許文献１参照）。バックライト部の外周
に取り付けフランジを設け、表示パネルと重ねて前キャビネットに固定ネジにより締結し
て固定している。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２３５４２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載の構造では、同文献の図４に示されるように、バックライト装置
の外形端部をなすベゼルの外側に固定部が設けられている。このように、前キャビネット
締結用のボスがバックライト装置の外形端部の外側に配置されるため、その分だけパネル
の端部からのはみ出し領域が大きくなり、この部分を前キャビネットで覆う構造となるた
め、額縁が広くなり、狭額縁化の妨げになるという問題がある。すなわち、前キャビネッ
トにボスを設けネジ止めする構造は、ボスの配置スペースを必要とするため、狭額縁化を
阻害する。
【０００５】
　また、パネルを立てた状態で前キャビネットを取り付けることにより、生産効率を改善
することができるが、近年大型化が進んでいる液晶テレビに関して、本体部を作業者1人
で支えながら前キャビネットを取り付けすることが困難であるという問題があった。
【０００６】
　本発明は、液晶テレビの狭額縁化を図るとともに、前キャビネットの取り付け工程の簡
単化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一観点によれば、表示パネルと、該表示パネルの背面側に配置され該表示パネ
ルを固定する固定部を有するバックライト部と、該バックライト部の外周縁部の前記表示
パネル側に配置され額縁を形成する前キャビネットと、を有し、前記バックライト部は、
その外形端部よりも内側に前記前キャビネットを係止する係止部を有し、前記前キャビネ
ットは、前記係止部が係止する被係止部と、前記バックライト部の外形部の側面に沿って
延びる形状を有する基部と、該基部の先端に設けられ該外形部の背面に引っ掛ける形状を
有する爪フック部と、により前記バックライト部の外形部に固定される爪部と、を有する
ことを特徴とする薄型表示装置が提供される。
【０００８】
　これにより、前記係止部と被係止部とを合わせながら、爪部を前記外形側面を滑らせて
前記爪フックを前記バックライトの外形の背面側端部に引っ掛けて固定する前キャビネッ
トをバックライト部に固定することができる。
【０００９】
　また、表示パネルと、該表示パネルの背面側に配置され該表示パネルを固定する固定部
を有するバックライト部と、該バックライト部の外周縁部の前記表示パネル側に配置され
額縁を形成する前キャビネットと、を有し、前記バックライト部は、その外形端部よりも
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内側に前記前キャビネットを固定するための固定ネジを貫通させるための貫通孔を有し、
前記前キャビネットは、前記固定ネジを受けるボス部と、前記バックライト部の外形部の
側面に沿って延びる形状を有する基部と、該基部の先端に設けられ該外形部の背面に引っ
掛ける形状を有する爪フック部と、により前記バックライト部の外形部に固定される爪部
と、を有することを特徴とする薄型表示装置が提供される。
【００１０】
　これにより、爪部を前記外形側面を滑らせて前記爪フックを前記バックライトの外形の
背面側端部に引っ掛けて固定する前キャビネットをバックライト部に仮固定し、前記ボス
部と固定ネジで固定することができる。尚、前記被係止部と前記爪部とは、前記前キャビ
ネットの外周に沿って異なる位置に設けられていることが好ましい。前記爪部により前記
前キャビネットを前記バックライト部に仮固定した状態で、前記係止部と前記被係止部と
が係合する位置に配置されていることが好ましい。
【００１１】
　さらに、前記前キャビネットは、前記爪部の外側に設けられ、前記バックライト部の背
面側に配置される後キャビネットを固定する固定部を有しても良い。これにより、前キャ
ビネットとバックライト部とを固定する際に前キャビネットと後キャビネットとを固定す
ることができる。
【００１２】
　前記前キャビネットに爪部を設けることに付随して金型構造上前記表示パネル側に形成
される孔部を覆う飾りカバーが前記前キャビネットに設けられていることが好ましい。
【００１３】
　本発明の他の観点によれば、上記に記載の薄型表示装置の組立方法であって、前記バッ
クライト部を立てて固定した状態で、前記係止部と前記被係止部とが係合する位置に前記
前キャビネットを配置するステップと、係合した前記前キャビネットと前記バックライト
部とを近づけるステップと、前記爪部を、前記外形側面を滑らせて前記爪フックを前記バ
ックライトの外形の背面側端部に引っ掛けて固定するステップと、を有することを特徴と
する組立方法が提供される。さらに、前記前キャビネットと前記バックライト部とを、前
記係止部と前記被係止部とで固定するステップを有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、バックライト装置の外形端部をなすベゼルの内側に前キャビネットの
固定部が設けられているため、狭額縁化が可能となる。さらに、爪固定とすることで、前
キャビネットのビス止め用ボスを削減が可能となる。爪でフロントキャビネットをパネル
に（仮）固定することにより、表示パネルを立てた状態で他の作業者が薄型表示装置の後
ろから支えることなく一人で作業ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本明細書において、バックライト部の外形端部とは、液晶表示パネルの周縁部を保持す
る保持枠体であるベゼルを構成する部分におけるバックライト部の最外周部を指す。一般
的に、この外形端部から前キャビネットの固定部までの外側方向に向けた長さが短いほど
狭額縁化が可能である。
【００１６】
　以下に、本発明の一実施の形態による薄型表示装置について液晶テレビジョン受信装置
を例にして図面を参照しながら説明を行う。図１は、本発明の第１の実施の形態による液
晶テレビジョン受信装置の全体図であり、やや前方から見た図である。図１に示すように
、液晶テレビジョン受信装置Ａは、表示部本体１と、それを支持するスタンド３と、を有
しており、表示部本体１は、液晶パネル７が形成する表示画面と、その外周部を覆い、液
晶パネル７を被嵌する前キャビネット部５と、を有している。前キャビネット５は額縁を
形成し、外周部を除く部分に開口を有している。この開口により、ユーザは表示画面を見
ることができるようになっている。
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【００１７】
　図２は、液晶テレビジョン受信装置を背面から見た図である。背面側は、排気部１７を
備えた後キャビネット部１１により覆われている。後キャビネット１１を取り除いたバッ
クライト本体部２１の背面を図３に示す。図３に示すように、蛍光灯などを収容し前方に
向けて光りを照射する厚さ方向に薄い略直方体形状のバックライト本体部２１の背面２３
には、例えば、Ｐ１からＰ６までの位置に、後述する爪部を引っかけることができるよう
に構成されている。外周端部近傍（外縁部）には溝２８が形成されており、この部分にネ
ジ孔を構成する貫通孔３２が形成されている。
【００１８】
　図４は、前キャビネット部５の詳細な構成例を示す図である。上記図３に示す本体部２
１と対応させてみると明らかなように、溝部２８に対応する位置に外周縁部５ａを有して
いる。本体部２１と前キャビネット部５とを位置合わせした際に、本体部２１に設けられ
ている貫通孔３２と合う位置に形成された固定用ボス部３１ａが設けられている。さらに
、固定用ボス部３１ａとは外周方向に異なる位置に爪部（爪フック部）２７ａ・２７ｂが
設けられている。貫通孔３２内に固定用ボス部３１ａが係止（係合）するようになってい
る。すなわち、係止部と被係止部とを形成している。
【００１９】
　図５は、前キャビネット固定ボスの断面図であり、例えば図３の位置Ｐ２に沿って縦方
向に切断した断面構造を示す図である。図５に示すように、液晶バックライト部２１の前
面には液晶パネル７が配置され固定されている。また、液晶パネル７の外周部とバックラ
イト部２１の外形端部とを前面から覆う位置に、いわゆる額縁を形成する前キャビネット
部５が配置されている。液晶バックライト部２１と前キャビネット部５とは、固定ネジ３
１と固定用ボス３１ａとにより固定されている。さらに、前キャビネット部５の上記固定
構造を覆う位置に、飾りを兼ねた前カバー４１が例えば両面テープなどにより貼付されて
いる。この部分の詳細な構造について図６を参照しながら説明する。図６（Ａ）は図５の
上部を、図６（Ｂ）は図５の下部を、拡大して示した図である。図６（Ａ）に示すように
、上部においては、バックライト部２１の外形を形成するベゼル部２１ａよりも表示面の
中心方向の内側に、前キャビネット５に形成される固定用ボス３１ａが設けられており、
これにより、前キャビネット５とバックライト部２１とが固定され固定部を形成している
。この固定部の前面には、飾りを兼ねた前カバー４１が設けられ、固定用ボス部３１ａに
形成された固定ネジ３１の先端などを隠してユーザから見えるのを防止している。さらに
、前カバー４１の前面側に模様を形成することで、前から見た製品に高級感を付与するこ
とができる。尚、液晶パネル７は、固定部の内側において、前キャビネット５の背面とバ
ックライト部２１の前面とにより間接的に挟持されている。従って、バックライト部２１
の外形を形成するベゼル部２１ａよりも表示面の中心方向の外側に固定部を形成する従来
の構造に比べて、狭額縁化が可能になる。
【００２０】
　一方、図６（Ｂ）に示すように、下部においても、上部と同様に、バックライト部２１
の外形を形成するベゼル部２１ｂよりも表示面の中心方向の内側に、前キャビネット５に
形成される固定用ボス３１ｂが設けられており、これにより、前キャビネット５とバック
ライト部２１とが固定され固定部を形成している。液晶パネル７は、固定部の内側におい
て、前キャビネット５の背面とバックライト部２１の前面とにより間接的に挟持されてい
る。従って、バックライト部２１の外形を形成するベゼル部２１ｂよりも表示面の中心方
向の外側に固定部を形成する従来の構造に比べて、狭額縁化が可能になる。前カバー４１
などに関しては上部の場合と同様の効果を有する。
【００２１】
　次に、爪フック部の詳細な構造について説明する。図７は、図３のＰ１の位置において
縦方向に切った構造断面を示す図である。図７に示すように、バックライト部２１の前面
側には液晶パネル７が配置されており、前キャビネット５がバックライト部２１及び液晶
パネル７の外周縁部に配置されている。前キャビネット５に設けられており、ここではバ
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ックライト部２１側に突出する爪フック２７ａを有する爪部２７が設けられている。この
爪フック２７ａが、バックライト部の外形に引っかけられることで、前キャビネット５と
バックライト部２１とが仮固定されるように構成されている。より詳細には、爪部２７は
、バックライト部の外形部の側面に沿って延びる形状を有する基部と、この基部の先端に
設けられバックライトの外形部の背面に引っ掛ける形状を有する爪フック部２７ａと、を
有している。一方、バックライト部２１の背面には、後キャビネット１１が配置されてい
る。
【００２２】
　さらに、前キャビネット５には、爪フック２７のさらに外側に、後キャビネットの外周
端部を挟持して固定する後キャビネット固定部が設けられている。この後キャビネット固
定部については後述する。
【００２３】
　図８は、図７の上部（図８（Ａ））及び下部（図８（Ｂ））を拡大した断面図である。
図９は、図８の分解図である。図８（Ａ）、図９（Ａ）に示すように、上部においては、
液晶パネルバックライト部２１の前面側には拡散板８と液晶パネル７とが設けられている
。液晶パネルバックライト部２１は、内部に蛍光灯などのランプが配置されており、背面
側には光源からの光を反射するバックライト反射板４５が設けられている。その外周部側
には、補強部材５８が設けられている。この補強部材５８には、表面側にパネルホルダ７
１が取り付けられるとともに、外周端部を形成するベゼル５５が取り付けられている。液
晶パネルバックライト部２１の前面側には、前キャビネット５が配置されている。前キャ
ビネット５には、その外周端部付近に、液晶パネルバックライト部２１側に延びる爪フッ
ク２７ａが設けられている。爪フック２７ａは、その下面が上記ベゼル５５の上面に当接
しており、さらに、爪フック２７ａの先端部には、ベゼル５５の背面側の端部に引っかけ
て係止する引っ掛け（フック）部が形成されている。さらに、爪フック２７ａの上方に、
爪フック２７ａと同方向に延び、且つ前キャビネット５の外周端部に沿って延びる突出部
２７ｃが形成されている。この突出部２７ｃは、前キャビネットの外周方向に連続的又は
間欠的に形成されている。爪フック２７ａの上面と突出部２７ｃの下面とにより形成され
る隙間部に後キャビネット１１の先端部が挿入され前キャビネット５と後キャビネット１
１とを固定する。
【００２４】
　液晶パネル７は、パネルホルダ７１と、上記バックライト部の外形をなすベゼル部５５
から前面側に折れ曲がっている部分と、により挟持されている。前キャビネット５の前面
の下端は背面側に折れ曲がっており、上記折れ曲がっている部分の先端部と当接して保持
している。
【００２５】
　図８（Ｂ）、図９（Ｂ）に示すように、下部においても上部とほぼ同様の構成を有して
いる。すなわち、爪部２７に設けられる爪フック２７ｂの上面がバックライト装置の下面
に形成されるベゼル５３の下面に当接しており、さらに、爪フック２７ｂの先端部には、
ベゼル５３の背面側の端部に引っかけて係止する引っかけ（フック）部が形成されている
。さらに、爪フック２７ｂの下方に、後キャビネット１１の下方の先端部が係止されて固
定される。
【００２６】
　尚、上部、下部とも、前キャビネット５に形成されている孔部５１ａ・５１ｂを前カバ
ー４１により覆っている。前カバー４１は、例えば両面テープ６１により前キャビネット
５に貼付されている。尚、上記孔部５１ｂ（５１ａ）は、図１０に示すように、爪フック
部２７ｂ（２７ａ）を形成する場合に金型の一部７２により成形する際に、必然的に形成
されるものである。
【００２７】
　以上に説明したように、本実施の形態による液晶表示装置によれば、バックライト装置
の外形端部をなすベゼルの内側に前キャビネットの固定部が設けられているため、狭額縁
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化が可能となる。さらに、爪固定とすることで、前キャビネットのビス止め用ボスの削減
が可能となる。
【００２８】
　次に、本発明の第２の実施の形態による薄型表示装置の製造技術について図面を参照し
ながら説明を行う。図１１は、液晶パネルバックライト部２１に、前キャビネット５及び
後キャビネット１１とを取り付ける作業の様子を示す図である。まず、取り付け用の台８
１を準備し、この台８１に液晶パネルバックライト部２１を縦向きに仮固定する。次いで
、前キャビネット５を矢印で示すように液晶パネルバックライト部２１の表示面と対向す
るようにして近づけていく。すると、図９、図１０に示されるように、液晶パネルバック
ライト部２１の外形を成すベゼル部５３・５５に、前キャビネット５の爪フック２７ａ・
２７ｂが引っかかる。この際、図６に示すように、前キャビネット５の固定用のボス部３
１ａ・３１ｂと、液晶バックライト部に形成された貫通孔と、が位置合わせの目安になる
ため、爪フックが引っかかりやすくなっている。このように、爪部により前キャビネット
５を（仮）固定することにより、液晶パネルバックライト部２１（液晶パネル）を立てた
状態で他の作業者が液晶テレビの後ろから支えることなく一人で作業をすることが容易に
なる。
【００２９】
　以上に説明したように、本実施の形態においては、液晶テレビジョン装置を例にして説
明したが、その他の薄型表示装置などの電子機器にも適用可能であることは言うまでもな
い。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明は、液晶テレビジョン受信装置などに利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１の実施の形態による液晶テレビジョン受信装置の全体図であり、や
や前方から見た図である。
【図２】液晶テレビジョン受信装置を背面から見た図である。
【図３】後キャビネットを取り除いたバックライト本体部の背面を示す図である。
【図４】前キャビネット部の詳細な構成例を示す図である。
【図５】前キャビネット固定ボスの断面図であり、例えば図３の位置Ｐ２に沿って縦方向
に切断した断面構造を示す図である。
【図６】図６（Ａ）は図５の上部を、図６（Ｂ）は図５の下部を、拡大して示した図であ
る。
【図７】図３のＰ１の位置において縦方向に切った構造断面を示す図である。
【図８】図７の上部（図８（Ａ））及び下部（図８（Ｂ））を拡大した断面図である。
【図９】図８の分解図である。
【図１０】爪フック部を金型により成形する様子を示す図である。
【図１１】液晶パネルバックライト部に、前キャビネット及び後キャビネットを取り付け
る作業の様子を示す図である。
【符号の説明】
【００３２】
Ａ…液晶テレビジョン受信装置、１…表示部本体、３…スタンド、５…前キャビネット、
７…液晶パネル、２１…バックライト部、２７…爪部、２７ａ、２７ｂ…爪フック、２７
ｃ…突出部、３１…固定ネジ、３１ａ…固定用ボス、４５…バックライト反射板、５３、
５５…外形（ベゼル）、５８…補強部材、７１…パネルホルダ、７２…金型の一部。
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